
みられた.この迎動不全は祢俄数日で現れ.観烈yjrul

中持鋭した｡手術紅後反対87JLの上下肢に麻坪が見ら

れ,3日日あたりで脚軸･.W伏することから,こゐ一

過性麻坪は錐体路の一時的践脚tf田によるものであ
り,上記の持銃的な迎動不全は,錐体路のn伯に上る

ものではなく,下オ1)-ブ核の破壊による締出と推祭

されるが,その機TFは今抜例数を多くして分Vr耶明さ

れねばならない｡

2)下オリーブ核の一側性破壊が組紋学的に確認された

例について,その破壊部位から投射を受けると考えら

れる小脳皮質の琉野に限局して畳上線維応答の欠如を

みた｡この事実は,監上線維の下オ1)-ブ核由来がサ

ルについても当てはまることを示唆する｡

3) 神経机枚挙的映熱ミ日下更に進行中である｡

サル脳モノアミン作動性神経系の組織化学的,

神経化学的マッピング

田中千穴子 (京大･医)

品田 祥三 (同 上)

石川 正位 (同 上)

前年凪 サルの脳モノアミソ神経細胞の分布図を作畢生

したのに引き続き,本年度は,特にノルアドレナt)ソ作

動性神経路を同定するために本研究を計画した｡脳定位

手術により,神経路破壊を行い,位光組純化学的 (Falck･

Hillarp法,1962)にノルアドレナリン合有神経細胞の

分布と,その線維連結を調べ,文に,ノルアドレナ1)./

畳を化学的にnTJ定 (Antonの方法,1962)した｡

1) 背斑核NA細胞からの主な線維は.三叉神経中脳

路に沿って上行し,中心被玉東の背側部をさらに上行す

る｡その途中,赤核の尾側で中脳網様帆 中脳被玉,視

床の外側部に線維を送っている｡間脳へ入ると,一部の

線維は.外側へ向いzonaincertaを通って内包へ入

る｡主な緑経文は,内側前脳束の背側部を吻側に向い,

前交遊の吻物を背側へ向うのが,みられる｡これらの背

D.11部は,大脳皮質,海馬へ向うものと考えられるので,

較壊突放でそれをたしかめた｡青斑核の破壊によって

NA叩側部の焚光は減弱し,背側NA路の破壊では,破

坊部位より近位にNA倍光が貯河するのがみられ,遠位

では位光が減弱した｡これらの動物の大脳皮質′ルア

ドレナ1)ソ丑を定皿すると,17一斑核,およびNA叩側路

の破壊により,両側NA皿が減少した｡以上の成抗か

ら,守斑核からのNA線維は,背側路を通って大脳皮TI

へ至り,しかも,その一部は,交叉しているものと考え

られる｡2)TI7斑核からのNA線維は,前駄帆および上

小脳脚を通って小脳へ入り,小脳核および小脳戊Tfで分

布している｡3) 苛斑核およびrf斑下核の線維由来で,

網様仲を上行する脱側NA神経路へ入る｡4) 多数の

NA線維が.TJ'･班核狩側路からヲ印旧 線核の分布する中

心灰自Tfへ向うのがみられた｡これは,脳宝周囲NA神

経路へ入り.祝抹および祝抹下部の脈重用田へ分布す

る｡

.1:記の脚こ,昭和18年度NA抑fF.1'm脚 本の分布図を更

に充尻させ,Tf斑核rl7究NA抑経路の分和む明らかにし
た｡

青斑核および縫線按の低能的役割に関する研究

苅折 修二 (/京大 ･医)

脳幹部において多くのノルアドレナt)ソ性神経細胞を

含む青斑核 (L∝uscoeruleus),およびセロトニン性

神経細胞を含む放線核(Nucleusraphe)が党他一睡眠

周期の維持,条件行動,情動行動,摂水行動,爪先,小

脳 Purkinje細胞,海馬錐体細胞,三叉神経群斑結核お

よび外側T,定状体核中継細胞の衝撃伝達に抑制.ないし.

脱抑制践悦などに関係するといわれている｡しかし,こ

れらの研究はラットまたはネコにおける成机である｡今

回はアカゲザルをmい,青斑核,縫線核などを刺汲また
は破壊して.その間の組織化学的,横位的変化を祝祭し

た｡
アカゲザル5訳をmいた｡まず,背斑核,放線核およ

び三叉神経帝髄路核に脳定位固定法に従ってTE極を刺入
し,同時に犬伯仰榊こ穴をあけて歯髄刺放電柘を挿入し
た｡三叉神経神髄路核より記録した順行性 field電位は

2つの陰性班よりなり,これまでのネコの成机 と比較

し,ほとんど同一射′いこて実験可能であった｡焚験終了

校の組織像より,-77･斑核および縫線核の位匠を同定 し

た｡次いで･7才斑核,下守斑核,大脳皮質などに電極を埋

込んだ動物において,ノルアドレナリン性神経細胞部位

の頻回刺激が行動および自発脳波を覚醒したが,井波庄

野波などを誘発しなかった｡

次に,青斑核および上行性ノルアドナレリン性神経路

を破壊した動物を用いて,大脳皮質のノルアドレナリソ

量を化学的に測定した｡青斑核吻側部,ノルアドレナリ

ン性背側被蓋路の破壊動物では両側大脳皮TIのノルアド

I/ナリン畳は著明に減少したが,苛斑核の用側部の破壊

動物では,破壊側のNA皿が軽度に減少した｡以上の成

机から,青斑核からのNA線維は大脳皮Tfへ分布し,一

部は交叉して反対側へも分布していることが明らかにな

った｡

サルの実験的肝性脳症に関する研究

班部 和則 (岐大･医)

祐柄苗弥太 く岐大 .医)

突放的肝性脳症は,従来主として犬に門脈下大静脈吻
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合術 (いわゆるEck班)を行うことによりなされている

が我々は猿 (赤毛猿1頚,日本猿3頭)に同様の術式を

施行し,肝性脳症患者血中に増量するアソそこア･低級

脂酸 ･脂肪族アミ./･複素環式アミソ･偽性伝達物質等

を経静脈的に授与し,皮質衆面脳波及び行動の変化を観

察した｡

結果 ①diethylamine;対照脳波は12C/S前後の基礎

淡が指紋し,散発性に5-6C/Sの低振幅徐波が現われ

た｡20mg/kgを1分間で投与,注射開始後約4分頃よ

り誠斑波は消失し1.5-2C/Sの高振幅徐波が擾勢 とな

り,爪先刺故にも動ぜず無欲状となった｡10分後には脳

池の細動性は全く消失し基線の動揺のみがみられた｡25

-30分晩より再び徐波が出現し次筋に基礎律動が重畳す

るようになり,約45分後にほぼ回役した｡特に三相波は

毘7gめなかった｡心電図は振幅は変らずR-R間隔の延長

がみられた｡40mgルg,2分間の投与でも同様の変化が

みられたが,long/kgでは明確な変化はみられなかっ

た｡②n-butyricacid(低級脂酸);対照例は12C/S及

び7C/Sよりなる脳波を示した｡1N-NaOHにてpH7.4

とし2mMA(gを4分間で投与した｡投与後1分頃より

4-6C/Sの苅捌 詔徐波とspikeがみられ,約6分後に回

uした｡(診その他徐波化憤向のみられた もの:pyrrO･

lidine20mgルg,piperideine20mg/kg,iso･butyric

acid2mMA(g,4mM/kg,④明瞭な変化のみられなか

った ものmonomethylamine20mg/kgmonoethyl-

amine'20mg/kg monopropylamine 20mg/kg,

∝topaminelOmg/kg,20mg/kg等.(参肝性脳症患者

にみられる羽ばたき振戦様の運動が,4頭全例において

死亡的1-2日間認められた｡⑥Eck地猿において死亡

疋抑こ脳淡な記録しえた1例において,前B7i部段位の著

明な三相淡を認めた.

条件性視覚弁別学習と下部側頭回- 視覚性

塩期記憶の神経機構との関連において- I)

岩井 栄一 (都神経科学総合研)

狼の下部81IJ硯回(lT)は視覚性弁別学習扱I掛こ重要な

役割を果していることはしられている｡学習践梢の背景

には種々の細別しうる神経過程があることほしられてい

る｡先の実験では記憶校桝との関連を検討し,少なくと

も下部側頭回前半部(AIT)が短期記位践柄と密接な閑

適があるという知見を得た｡本実験の目的は視刺政と空

間定位の適合形成校梓にもITが関与するかな検討する

ことであった｡この目的のため,(1)同時色彩弁別学習,

(2)条件性色彩弁別学習に対するAIT,及びPIT(下部

側回後半部)劇除効果を検討した｡

方法 :先の実験と殆ど同じであった｡詳細は ｢短期的

視覚記位と下部側頭図｣(井探,久保臥 岩井 :日本心

理学会発表論文集)に記載してある｡

結果 :(1)同時色彩弁別学習 試行数に関しては両群,

及び非別臨正常群 (N)問には有意差はなかったが,誤

数という点ではAITがPIT,及びN群より軽度の障

留を示した｡(2)条件性色彩弁別学習 AIT,PIT,N群

間には学習の試行数,誤数,節約率という点でも有志差

はなかった｡

芳按及び結語 :色彩弁別学習において,AITが軽度の

障苔を示すという結果はAITが色彩知党政肋こという

よりも,祝刺激と報酬との連合過程に関与するという従

来の見解(岩井)と一致するものである｡これは両郡の

学習曲線の差からも袈ずけられた｡条件性色彩弁別学習

における陰性結果は祝刺故として単純な色彩を用いたこ

とによるものであろう｡空間定位の中枢である前節非と

の関連で今後の再検討が必要である｡本来験結兄はIT
劇除が視刺数の知覚,それのもつ悪衣把乱 視記憶,そ

のものを障宕させるが,辺界的祝学習には疏著な陣群を

示さないという見解を支持するものである｡条件性視覚

弁別学習は難かしい課題である｡先の共畝における色彩

遅延照合学習の結果が単に課題の難易に上るみせかけの

結果ではないかという疑問は本突放結果により一応否定

しうるものであろう｡

設定課窺 6.霊長類の生殖に関する基礎的研究

尿独硝子の比較形態学的研究戸)

俣野 書計 (秋田大･医)

日 的

瓜も田始的な霊長煩であるツバイ (Tut,aid)の枯子

な火炎花銃で観察 し,今までに観察したオオガラゴ

(GaZagocrassicaudaius)の精子及び狭鼻泣杭の精子

1) 本来畝は井探允子,久保田鹿氏との共同実験

と比較して,狭昇猿摂精子の原型を求めるのが本研究の

目的である｡

材料及び方法

2) 松林清明(霊長研)との共同研究｡この結果は,節

10回国際解剖学会談(50年8月,東京)に下記の講
演の一部として.発表予定である｡Comparative
prlmateSpermatOlogywithscannlngelec･
tronmicroscopes.
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